高級日本語会話２　資料

神戸大学ホームページ内「学長Who's Who」より、Vol.1 金井壽宏 Part5

「夢とキャリアデザイン」聞き手・野上智行
○野上智行学長（以下敬称略）：それでね、ちょっと金井先生が多分どこかでお書きになってたのかな、私自身もちょっと気になる言葉に「夢」という言葉があるんですけど・・・
●金井壽宏教授（以下敬称略）：それはもう、方々で書いてますね。
○野上：その、私は夢というのを･･･私自身のキャリアとも関係があるんですけど、子どもたちを教えてきたという、小さい子どもたちを教えてきたという経験からですね。夢を、夢というのが非常に大きな要素をもっていて、夢というのはね、ある意味でビジュアルに表現できるんですよ。夢っていうものを持ちえた段階で、ある形に、あるいは状況というのをイメージできるわけなんですね。そうすると、それはもう実現できる第一歩、というかね、そっちへもう踏み出してるんだぞ、ということを語ったことがあるんですけど、金井先生にとって、時々･･･夢という言葉をどういう形で使っておられるかをぜひ一つ知りたいんですけど。
●金井：二つ、いつもお話ししたいことがあって、一個はですね、さっきも言いましたように、節目だけきちんとデザインすれば、国の設計も大学の設計も個人のキャリアの設計もうまくいくと思うんですけど、節目でデザインするといったら、デザインというのはすごく耳ざわりのいい言葉なんで勘違いするんですけど、選び取るというのは実は半分つらいし迷ってるということなんですよね。今例えばあの・・・こう例えば、会社だったら会社全体の方向付け、大学の方向付け、あるいはキャリアの節目だと思った人は、就職の人、中年の人それぞれ迷ってると思うんですけど、その時に、節目のキーワードの一個が実は夢なんですね。それを分かりやすく説明すると、例えば、私の学生で就職活動しだした時に、先生、これピンと来ないんです、何か違うんですよねと言って、それが本来前向きな学生さんなのに、どうしたんやって言ったら、ぼくの夢はこれとは違うっていうように思いだしたんだ、って。ぼくの夢はパイロットになることだったんですよ、って。それで今パイロットなんですよね。神戸大学の経営学部を経てJALの大型の普通旅客機のパイロットになる人は珍しいと思うんですけど、航空大学校に行って、去年通りましたって。その後JALのパイロット採用になりましたって、今、西海岸に行ってるんですよね。それで、節目でどうして夢がもう一度問題になるかというと、例えば４０（歳）から４５（歳）の中年の過渡期を過ごしている人だったら、マラソンで言うと真ん中ですよね。３時間半でマラソン走りたい人が折り返し点になったら、ふと時計見て２時間だったら、もう元の３時間半っていう無理な夢に、なれあいで折り合いつけるよりも、４時間で自分らしく走って完走、というように、もう一度夢を現実の前でいい形ですりあわせた方がいいと思うんですよね。その時に、子ども時代の夢が一番美しいんですけど、サッカー選手になりたいとか、パイロットになりたいとか、プロ野球選手になりたいとか、一番の問題点は現実とのすりあわせなんですよね。
○野上：そういうこと、そういうことだね・・・
●金井：一番美しい点も、現実とのすりあわせがないとこなんですよ。鶴甲北公園で一生懸命素振りしてる子が、「どうしたの」と聞いたら、「イチローのようになりたいんだ」って言って、通りかかった人が「無理やでお前」って言っちゃだめじゃないですか。そういう現実はおいといて、もうなりたいという固まりだから・・・だけどとうとう選び取る時点でですね、宇宙に行きたいと思ってたけど、文系か理系いくかっていわれた時に、宇宙物理学の数学とか微分方程式はあんまり好きじゃないなと思った時に、夢の現実吟味が起こりますよね。神戸大学の経営学部、例えば海運論の宮下ゼミ出てJリーガーになった人いるんですよね。
○野上：そう。
●金井：そうすると、もとの夢がサッカーだった人が、このままふつうに会社行くのか、サッカーに行くのか迷いますよね。そこでパイロットになったりJリーグに行ってそこで活躍したと思う人は、夢と現実をすり合わせてもとの夢を実現してるわけで。夢という言葉は、半分しらける人がいて、半分やっぱりすごいのは･･･夢なんてって言う人は実現可能性がないものとして夢を見てるんですよね。
○野上：そうですよね。
●金井：そんな夢みたいな、夢なんか、とか。だけど夢しか実現しないという人は、ほんとにビジュアルにこうありたいと思ってないと何にもなれないというか。だから、私は、節目では夢がキーワードになって、その時に夢の現実吟味が起こるということだと思うんですよね。現実吟味という訳し方をしてる人が多いんであれですけど、もとの英語は“reality testing”なんですね。“reality testing of your dream”というのは美しい言葉で、夢をほんとに実現したいんだったら、現実とすり合わせて、いけそうですかという、少なくとも節目では考えてください、と。そういう意味合いだと思うんですよね。
